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1. 背景/ミッション

2. コア技術（ナノ多孔性セラミック分離膜）

（分⼦篩：⼩さな分⼦の選択的膜透過）

＊分⼦レベルでの⾼効率分離を実現

3. 省エネ化・カーボンニュートラル（CN）化サポート

膜システム

【従来型】
加熱・冷却の繰り返しプロセス

→多エネルギー消費＆複雑で超⼤型

未来現在

オンサイト・オンボードで利⽤可能な
カーボンニュートラル（CN）

⼩型化学プラント

【⾼分⼦膜】
耐熱性が乏しく
⽤途が限定的

【ナノセラミック分離膜】
耐熱性・処理量の向上で⽤途拡⼤

⼩型化

⼩型化

【化学プロセスの⼤幅な⼩型化・省エネ化】
【次世代型】

分⼦レベルでの⾼効率分離による
反応・分離⼯程の⼩型化・省エネ化

＊所望の分⼦のみを選択的に膜透過させる技術

D. Dormundt et al., Recent Development in CO2 Removal 
Membrane Technology; UOP LLC: Des Plaines, IL, 1999.

CN

ターゲット分⼦（1）/分⼦（2） 分⼦（1）サイズ[nm] 分⼦（2）サイズ[nm]
⽔/酢酸エチル 0.30 0.52
⽔/MEK 0.30 0.50
⽔/IPA 0.30 0.47
⽔/アセトニトリル 0.30 0.43
⽔/EtOH 0.30 0.43
メタノール/酢酸エチル 0.38 0.52
メタノール/MEK 0.38 0.50
メタノール/トルエン 0.38 0.55

共沸混合系の例

分離技術⽐較

分離膜性能（透過性・分離性・耐久性）向上により⼤幅改善

Phase-1
研究開発フェーズ

Phase-2
実証開発フェーズ

Phase-3
実機導⼊フェーズ

Phase-4
製造⽀援フェーズ

顧客企業

＊分離膜を活⽤して省エネ化・CN化を⽬指す企業を技術⾯からサポート.

Phase-1
（研究開発）

Phase-2
（実証開発）

Phase-3
（実機導⼊）

各種分離試験評価

各種膜ナノ構造評価

・スケールup
・⻑期連続運転評価

混合液（A&B）入口

分離後出口（B）

分離後出口（A）

客先での実機導⼊
＊主として必要な分離膜エレメン及び
膜モジュールを提供.

ナノ細孔径の超精密制御
（0.3〜1 nmの範囲）

0.3 nm

0.5 nm

Membrane pore size: 0.4 nm


